
事業共創のススメ
─ オープンイノベーションが“当たり前になる時代”へ ─
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当社について ｜ サービス概要

©eiicon co ., ltd

eiiconは、日本最大級のオープンイノベーションプラットフォームと

新規事業創出に特化したハンズオンコンサルティングで、

企業の事業フェーズに合わせた新規事業の事業化をサポートする集団です

新規事業創出特化の

伴走支援

日本最大級の

オープンイノベーション
プラットフォーム



Company History

会社概要

会社名 株式会社eiicon

代表 代表取締役社長 中村亜由子

所在地
東京都文京区後楽2-2-23 住友不動産飯田橋ビル2号館 3F

愛知県名古屋市昭和区鶴舞1-2-32 STATION Ai 内

従業員数 133名（業務委託・アルバイト含）

設立年度 2017年2月（会社化 2023年4月）

受賞歴

2023/9/8

週刊東洋経済「すごいベンチャー100」2023年最新版 に eiicon が選出

プラットフォーム事業にて

日本サービス大賞 優秀賞
を受賞

エンタープライズ事業にて

日本オープンイノベーション大賞
を受賞

主要投資家

2023年4月パーソルからMBO。

新たに株式会社eiiconを設立。

©2025 eiicon Co., Ltd



地域が持つ可能性を最大限に引き出し、持続可能な成長を目指すために、

地域のそれぞれのプレイヤーに向けた支援を実施。

地域（自治体・支援機関）
新産業創出に向けて、地域や団体等の垣根を

越えたエコシステムの構築や、

機運・土壌作りのご支援をステップごとに実施

大企業
事業戦略策定、パートナー企業との

マッチング、その後の事業創出まで企

業のフェーズに合わせた支援にて事業

化をサポート。

スタートアップ
eiiconのノウハウ・ネットワークを活

かしたスタートアップ支援の提供。ス

タートアップを起点としたオープンイ

ノベーション支援も実施。

地域・中小企業
「中期経営計画書」などの会社の方針の無い

中小企業が取り組む「共創テーマ」の策定を

丁寧に伴走支援しながら、プラットフォーム

を活用したマッチング支援を実施。

Company History

会社概要

©eiicon co ., ltd
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新規事業創出におけるソリューション一覧

財務リターン・戦略リターンを両立する
投資戦略・プロセス構築＋伴走

大企業→SUへの出資領域

投資先への伴走型事業連携構築

OI活動・CVCの社内文化醸成

コーポレートベンチャリング戦略策定

社内新規事業領域

社内新規事業～EXIT実践企業としての
プログラム設計から始める総合支援

持続的に新規事業に取り組む制度設計

期間集中でコミットできるプログラム

事業化ノウハウを活用した専属伴走

外部企業との柔軟な接続・共創

アクセラレーション １→10インキュベーション ０→１パートナーマッチング方針策定・体制構築

書類
選考

インキュベーション支援
基盤構築ワークショップ

オープンイノベーション
セミナー・ワークショップ研修

Corporate Venturing Finder

BUSINESS BUILD：設計・運営

共創パートナー募集
公募

事
業
化

事
業
拡
張

事
業
性
検
証

M
V

P

検
証

共
創
座
組
の
検
討

マ
ッ
チ
ン
グ

募
集
・
探
索

協
業
判
断
基
準
の

明
確
化

決
裁
権
限
整
備
・

可
視
化

体
制
プ
ロ
セ
ス
の

整
理

方
向
性
の

明
確
化

全
社
戦
略
と
の

整
合
性

課
題
検
証

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

検
証

共創パートナー募集
ソーシング

オープンイノベーション領域

事
業
化
ま
で
の
流
れ

支
援
内
容

年間プログラム

全事業案PMO

週次メンタリング

ユーザーヒアリング

DEMODAY 企画

PoC・事業計画立案

プロモーション広報

©eiicon co ., ltd
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1,700件以上の事例生み出した

ノウハウにて支援

©eiicon co ., ltd



オープンイノベーションで

事業を生み出すプラットフォーム

-アウバ -

日本オープンイノベーション大賞受賞

第4回 日本サービス大賞 優秀賞受賞

©eiicon co ., ltd
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プライム市場の約20％が登録

37,000社 1,700件以上+

AUBA累計登録企業

AUBAの実績

AUBA累計共創件数

AUBAでは、事業規模・領域・所在地など多岐にわたる多くの企業様がご登録。

毎年、プラットフォーム上で、多くの共創が生まれています。

©eiicon co ., ltd
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AUBAの特徴①

全国各地の大企業、中堅・中小企業、スタートアップ企業、大学、研究機関等が登録。

代表クラスは50%以上、役職ありを含めると80%以上と新規事業のキーマンとマッチングが可能
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AUBAの特徴②

一次産業からAI、新エネルギー、航空宇宙とあらゆる業種・業界の企業を網羅。

新規事業で求める領域や、可能性を最大化できる企業とダイレクトにアプローチが可能。
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オープンイノベーションは意図的に社外のプレイヤーと手をえて、

イノベーション創出を行う手法です。

オープンイノベーションとは？

©eiicon
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【東レ×ユニクロ】
ヒートテックや

エアリズムといった
高機能製品の共同開発

出展：プレスリリースより抜粋
 （2007年10月24日）

【日本郵便×メルカリ】
 “新たな配送サービス”

「ゆうゆうメルカリ便」
の共同開発

出展：プレスリリースより抜粋
（2017年06月18日）

オープンイノベーションの事例

©eiicon
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1. オープンイノベーションを促すための税制措置等の在り方

2. 公募増資ルールの見直し

3. 事業再構築のための私的整理法制の整備

4. スタートアップへの円滑な労働移動

5. 組織再編の更なる加速に向けた検討 

6. M&A を促進するための国際会計基準（IFRS）の任意適用の拡大

7. スタートアップ・エコシステムの全体像把握のためのデータの収集・整理

8. 公共サービスやインフラに関するデータのオープン化の推進

9. 大企業とスタートアップのネットワーク強化

スタートアップ育成5か年計画の
第三の柱は 『 オープンイノベーションの推進』

スタートアップ育成5か年計画とは、スタートアップへの投資額を2027年度には10兆円規模に引き上げ（5カ年で10倍）

スタートアップを10万社創出し、その中からユニコーン企業を100社創出するというもの。その達成に向けて政府は3つの柱

を軸としており、3つ目の柱として掲げられているのが、まさに『 オープンイノベーションの推進』。

内容を見ると、大企業もオープンイノベーション推進することで優遇される側面が多く計画されている。

オープンイノベーション推進の具体的な内容

オープンイノベーション最新トレンド

©eiicon

（出典：経済産業省「令和5年度(2023年度)経済産業関係税制改正について」p7）



©eiicon

新規事業が求められる背景
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事業を考える全ての企業が向き合わなければならないこと

市場競争の

激化

顧客ニーズの

多様化

技術革新の

加速
価格の高騰

©eiicon co ., ltd



VUCAの時代

変化が激し過ぎて予測不能

Volatility
変動性

Uncertainty
不確実性

Complexity
複雑性

Ambiguity
曖昧性

20

©eiicon
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既存事業が鈍化していく可能性
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・原料の高騰／価格競争の激化

・マーケットの成熟・縮小／競争の激化

・異業種・スタートアップの新規参入

・労働人口の減少

等々…

収益の悪化



©eiicon

高い技術力があるのに

事業化が難しい・・・



自前主義の限界

技術力・品質ともに
世界レベル

新しい市場や顧客を
生み出す経験が少ない

日本のものづくりは…
高い技術があるのに顧客がいない

©eiicon co ., ltd
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手段の多様化

©eiicon

変化のスピードに対応できない自前主義。新規領域では販路・ノウハウ・法規制など多くの壁。

他社との連携など手段を使い分ける必要性が高まっています



時間を買う
短時間で大きな成果を生む可能性を高めていく

01 03

02

事業の領域を拡げる
新たな分野にリスクを抑えてチャレンジ

強みの強化と弱みの補填
技術、販売チャネル、ノウハウ、人材等を取り込む

04 競合を取り込みマーケットを拡げる
競争相手と一緒に市場シェアを一気に獲得

オープンイノベーションのメリット

なぜ「共創」で
新規事業に取り組むのか？

あ

©eiicon
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既存

新
規

既
存

市場・顧客

事業市場浸透

既存市場 × 既存技術

新製品開発

既存市場 × 新規技術

新市場開拓

新規市場 × 既存技術

多角化

新規市場 × 新規技術

技
術
・
製
品

新規

©eiicon

新規参入領域への考え方

新技術の発掘

新たな用途の発掘



見出し
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事例紹介：3つの共創パターン

① 顧客課題共創型：(例）自動車部品メーカー × AI検査スタートアップ

→ 現場課題（不良検知精度）を共有し、AI技術で解決。顧客課題発見から共創が始まり、

新製品開発に成功。

② 技術用途探索型：(例）素材メーカー × 医療スタートアップ

→ 新用途発見による新市場創出

元の素材技術を新分野に展開し、新しい価値を創出。シーズ起点の共創にて事業化

③ モデル変革型：(例）電機メーカー × SaaSスタートアップ

→ 製品販売からサブスク型“モノ＋サービス”へ転換。共創を通じて収益モデル自体を変革。

©eiicon co ., ltd
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新規参入領域への考え方

新規
飛び地

一部
新規

潜在的な
課題 周辺領域

顕在化した
課題 隣接領域

既存
中核領域

既存
ビジネスモデルの転換なし ビジネスモデルの転換あり

新規

一部新規

高不確実性低

低

高

不
確
実
性

商品・モデル

顧客・市場

新規事業が既存事業にどれだけ依存（寄与）するかを確認

事業
ドメイン

既存事業の
売上強化

将来的な
事業ドメイン

©eiicon co ., ltd



自社がやることでの
『勝ち筋』を描けるか？

29
©eiicon co ., ltd
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新たな価値・事業を生み出したい
経営者・新規事業担当者

©eiicon co ., ltd
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事業創出の実践ステップ
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事業創出の実践ステップ
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大切なのはこの前捌き、計画です。
事前の整理が一番大切です！

計画・準備

まずは、ゴール設計から。

具体的に、目的・目標を定めることが

最初のスタートです。

『準備が8割』

©eiicon co ., ltd
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自社のリソース、強み、活用できる技術

目的・ゴール
（実現したいこと／解決したい課題）

現在地

共創パートナー企業のイメージ

外部に求めるリソース（サービス・技術）

＝
ギ
ャ
ッ
プ

©eiicon

オープンイノベーション 実践ステップ



最初の一歩が未来を変える！

この目まぐるしく、世の中が進む中で、

今様々な課題に直面をしています。

そういった課題においてスピード感をもって優れた技術で解決するために、

ぜひ、外部の方と接点をもってコミュニケーションをとってみてください。

自社の課題の解像度を上げることや他社の取り組みに触れることで、

自分たちが「何を取り組むべきか？」が見えてくると思います。

©eiicon
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